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ど
根
性
が
な
さ
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
大
馨

　
ど
ち
ら
を
見
て
も
、
ど
根
性
が
な

さ
す
ぎ
る
。
口
を
開
く
と
世
の
中
の

責
任
だ
と
い
う
。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
れ

を
扇
動
し
て
い
る
が
主
体
性
の
空
洞

化
に
拍
車
を
か
け
る
。
も
う
マ
ス
コ

ミ
に
は
、
主
体
性
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
。
大
衆
の
意
を
迎
え
る

の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
指
導
性
な
ど

み
じ
ん
も
な
い
。

　
ど
根
情
は
一
朝
一
夕
に
養
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
一
日
一
日
の
精
進

の
つ
み
か
さ
ね
に
あ
る
。
生
き
る
か

死
ぬ
か
の
現
実
の
日
常
生
活
が
「
聖

胎
長
養
」
の
場
で
、
こ
れ
が
死
ぬ
ま

で
つ
．
つ
く
。

　
一
瞬
、
一
瞬
が
死
ん
で
ホ
ッ
と
復

活
す
る
。
こ
こ
に
無
限
の
、
、
ハ
イ
タ
リ

テ
ィ
が
内
な
る
も
の
か
ら
た
ぎ
っ
て

く
る
。
ど
根
性
で
あ
り
、
ど
性
骨
だ
。

こ
の
一
関
を
通
ら
な
い
で
、
ど
う
し

て
「
仏
の
遊
履
し
給
う
と
こ
ろ
化
を

蒙
ら
ざ
る
は
な
し
」
の
遊
戯
三
昧
に

入
れ
る
の
か
、
観
念
の
空
転
も
甚
だ

し
い
。

　
映
画
俳
優
の
中
で
、
演
技
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
か
ら
い
う
と
、
三
船

敏
郎
に
と
ど
め
が
さ
さ
れ
る
よ
う
だ

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
る
も
の
で

は
な
い
。
谷
口
監
督
が
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
三
船

に
か
ね
て
わ
た
し
て
お
い
た
台
本
を

も
っ
て
い
な
い
。

　
俳
優
に
と
っ
て
は
教
科
書
で
、
み

ん
な
大
切
に
も
っ
て
い
る
。
直
情
経

行
な
谷
口
は
、
カ
ッ
と
な
っ
て
「
台

本
を
ど
う
し
た
の
か
」
　
「
は
あ
家
に

お
い
て
き
ま
し
た
。
」
「
そ
ん
な
不
真
面

な
心
が
け
で
、
ま
と
も
な
仕
事
が
で

き
る
と
思
う
か
」
ー

　
し
ば
ら
く
重
く
る
し
い
な
ま
り
の

よ
う
な
沈
黙
が
続
く
、
や
が
て
谷
口

が
折
れ
て
、
撮
影
が
は
じ
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
三
船
は
台
本
の
こ
と
ば
は

も
と
よ
り
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
間
（
ま
）

な
ど
の
こ
ま
か
い
指
示
ま
で
暗
記
し

て
い
た
の
に
谷
口
監
督
は
舌
を
ま
い

た
と
い
・
つ
。

　
い
か
に
彼
が
本
番
へ
出
る
前
に
い

く
昼
夜
に
わ
た
り
長
文
の
台
本
に
、

い
の
ち
を
か
け
て
と
り
組
ん
で
い
た

か
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
百
獣
の
王
の

ラ
イ
オ
ン
は
、
小
動
物
を
見
つ
け
た

と
き
で
も
一
瞬
、
全
力
を
あ
げ
る
と

い
う
。
ど
根
性
が
な
い
と
、
大
事
は

お
ろ
か
小
事
す
ら
成
就
し
な
い
。

ち
ょ
っ
と
風
の
吹
き
ま
わ
し
が
悪
い

と
、
自
分
の
怠
慢
を
タ
ナ
に
あ
げ
て

相
手
に
全
責
任
を
お
し
つ
け
る
。
は

て
は
世
の
中
の
仕
組
が
悪
い
と
、
ブ

ツ
ブ
ツ
い
う
メ
タ
ン
ガ
ス
の
よ
う
な

男
も
い
る
。
天
は
み
ず
か
ら
助
け
る

も
の
を
助
け
る
の
だ
。
コ
タ
ツ
弁
慶

で
何
が
出
来
る
と
い
う
の
か
。

　
辱
知
に
若
手
の
学
者
が
い
る
が
出

講
日
に
も
参
考
書
は
お
ろ
か
、
ノ
ー

ト
一
冊
も
っ
て
い
か
な
い
。
講
義
の

下
書
な
ど
書
い
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
。
教
室
に
入
る
な
り
、
丸
腰
で
講

義
を
は
じ
め
る
そ
う
で
あ
る
。

他
の
大
学
院
か
ら
一
週
間
の
集
中
講

義
に
招
か
れ
て
出
張
し
た
。
こ
の
と

き
も
手
廻
り
品
の
ほ
か
は
、
何
ひ
と

つ
も
っ
て
行
か
な
か
っ
た
と
か
。

　
集
中
講
義
だ
か
ら
、
一
日
に
六
時

間
の
べ
つ
幕
な
し
に
し
ゃ
べ
り
ま
く

2

る
。
こ
れ
を
六
日
間
も
つ
づ
け
た
の

に
は
、
学
生
側
が
唖
然
と
し
た
と
い

う
。
ノ
ー
ト
一
冊
も
も
た
な
い
で
ど

う
し
て
あ
れ
だ
け
整
然
と
、
自
分
の

学
説
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
の
質
問
が
出
た
。
　
「
わ
た
し
は
記

憶
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
忘
れ
る

こ
と
も
な
い
で
す
よ
」
と
、
笑
い
な

が
ら
答
え
た
と
い
う
。

　
卒
業
後
、
学
問
研
究
一
本
に
打
ち

込
み
、
三
十
年
に
わ
た
り
、
一
つ
一

雪
に
ま
け
ず
！

　
去
る
三
月
二
日
清
田
山
地
区
で
雪
名
以
上
に
の
ぼ
る
参
加
者
は
、
奇
抜

上
運
動
会
が
開
か
れ
た
。
当
日
は
部
　
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
。

落
総
出
の
う
え
に
下
山
、
田
代
か
ら
屋
外
で
の
娯
楽
の
少
い
雪
国
で
、
積

の
参
加
者
も
あ
っ
た
と
か
。
又
、
冬
　
極
的
に
雪
を
利
用
し
て
の
娯
楽
の
機

期
分
校
や
本
校
の
先
生
が
参
加
し
て
　
会
を
も
と
う
と
す
る
の
は
貴
重
な
こ

く
れ
た
り
、
出
稼
ぎ
の
人
が
こ
の
日
　
こ
ろ
み
で
あ
り
、
今
後
他
部
落
へ
の

の
た
め
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
り
で
　
普
及
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
勢
百
名
以
上
。
十
三
年
目
を
迎
え
　
同
日
、
体
協
と
公
民
館
共
催
の
ス
キ

た
こ
の
大
会
、
も
う
す
っ
か
り
部
落
　
－
大
会
が
津
南
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、

民
の
冬
の
生
活
に
根
を
お
ろ
し
た
。
　
約
五
十
人
の
参
加
者
が
講
習
会
や
ゲ

次
い
で
三
月
十
六
日
に
は
干
溝
で
第
　
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

一
面
目
の
雪
上
運
動
会
が
あ
り
、
百
　
　
（
干
溝
の
雪
上
運
動
会
の
一
コ
マ
）

中
里
文
芸

　
　
　
　
四
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
児

戸
隠
し
に
赤
く
落
ち
け
り
暁
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

山
鳩
や
追
い
か
け
て
く
る
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

梅
林
を
抜
け
来
て
言
葉
や
わ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

つ
精
密
に
理
論
を
組
み
立
て
、
新
学

説
を
集
大
成
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

他
人
の
学
説
の
受
け
売
り
な
ら
ノ
ー

ト
も
必
要
だ
が
自
分
が
粒
々
辛
苦
打

ち
立
て
た
学
説
だ
け
に
、
四
十
時
間

で
も
五
十
時
間
で
も
丸
腰
し
で
講
義

が
出
来
る
。

　
こ
れ
が
主
体
性
で
あ
り
、
ど
性
骨

な
の
だ
。
　
「
そ
れ
は
天
分
に
よ
る
」

と
、
他
に
逃
避
す
る
こ
と
な
く
、
ど

根
性
を
入
れ
て
精
進
し
よ
う
。

傷
つ
き
し
木
馬
は
山
の
林
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

雪
解
川
山
野
目
覚
め
の
あ
ら
あ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

団
子
ま
き
子
等
に
交
り
喜
寿
米
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

凧
切
れ
て
小
さ
き
胸
を
痛
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

春
の
雪
ち
ら
り
竹
に
も
桜
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

自
沿
戦
の
声
も
交
じ
り
て
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

雪
解
霞
物
干
台
の
か
た
む
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄

炭
屋
か
ら
二
三
歩
黒
し
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追

ぼ
た
ん
雪
底
明
り
し
て
納
屋
の
奥

放
水
の
警
報
又
鳴
る
雪
解
か
な

猫
柳
さ
さ
れ
し
夜
を
寝
沈
み
し

・
つ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

衷
に
遇
へ
り
お
の
の
き
ほ
ど
の
寒
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
」
し
子

荒
れ
空
や
雪
嶺
こ
え
く
る
気
笛
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

卒
業
歌
百
万
石
の
空
の
儘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

雨
だ
れ
に
う
と
う
と
里
の
母
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

春
暁
の
む
ら
さ
き
だ
ち
し
雲
間
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
モ

中
小
企
業
設
備

　
　
設
備
貸
与

　
　
　
申
込
受
付
中

　
現
在
、
県
中
小
企
業
振
興
公
社
に

お
い
て
設
備
貸
与
制
度
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
設
備
価
格
の
わ
ず

か
一
割
の
保
証
金
と
四
・
五
年
の
長

期
割
賦
返
済
の
方
法
に
よ
っ
て
最
終

的
に
は
そ
の
設
備
が
自
己
の
所
有
に

帰
す
る
制
度
で
す
。
中
小
企
業
特
に

小
規
模
企
業
に
適
し
た
制
度
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

日
資
格

従
業
員
二
十
人
以
下
、
必
要
に
応
じ

て
五
十
人
以
内
。
小
売
、
卸
売
、
サ

ー
ビ
ス
業
は
五
人
か
ら
十
人
。

過
去
二
事
業
年
度
の
平
均
利
益
が
五

百
万
円
以
下
。
必
要
に
応
じ
て
八
百

万
円
以
内
。

口
貸
与
設
備
価
格
の
限
度

二
十
万
円
以
上
八
百
万
円
以
内

日
貸
与
期
間

4
月
1
日
～
5
月
30
日
（
第
一
回
）

7
月
1
日
～
9
月
30
日
（
第
二
回
）

　
　
　
　
詳
細
は
役
場
産
業
課
へ

韓
β滲

お
願
い

◎
春
は
人
事
異
動
の
季
節
で
す
。

住
所
が
変
っ
た
ら
必
ず
転
居
届
を
提

出
し
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
手
紙
が

迷
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用
紙
は
郵
便
局
の
窓
口
に
ご
ざ
い
ま

す
。◎

例
年
各
地
で
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る

た
め
、
電
線
に
触
れ
、
感
電
し
て
・

け
が
”
を
す
る
方
が
お
り
ま
す
。

電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
立
て

る
の
は
危
険
で
す
。
周
囲
を
よ
く
確

め
て
か
ら
お
　
て
　
さ
い
の

人
生
往
来

◎
産
声

氏
名

士
・
楽
大
五
口

山
田
武
彦

山
田
　
忍

渡
辺
馨
輔

服
部
臣
裕

小
巻
沢
成
子

広
田
将
史

◎
日
升
天

　
氏
名

鈴
木
知
重

広
田
　
ヒ
ロ

阿
部
忠
松

徳
井
善
七

鈴
木
秀
太
郎

滝
沢
豊
茂

樋
口
啓
治

桑
原
　
貢

江
ロ
ト
ミ

藤
田
ナ
ミ

父
の
名
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新
屋
敷

堀
之
内

重
地

角
　
間

朴
木
沢

東
田
尻

干
溝

宮
中
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A
・
　
　
　
計

予
備
費

公
債
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

項
目
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八
O
。
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八
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円

四
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円

唖
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円
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甲
究
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円

三
q
茜
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円

む
ズ
舞
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円

残
る
δ
円

天
築
吾
霊
円

四
茶
興
三
円
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異
蚕
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努購講馨稟斉　　新
奮旗餐鰹吉特一年
謹雛嵩爽耀で客別般度
糖婆璽峯雛会盒予

概鴛韓韓算
霧隻ぞ轟合蕎嚢ぞ覆算算き

峯姦募墓舅豪嚢募睾三　ま

震戦藩縫る
ll蟻鞭書

予バ需ぬ全率人方の　　す御理し心すの

馨講欝難o賢蕪難　昭
耀麟難鎌翻　羅躍晶緩　関和

す50
る年
施度

携国は　　な来あど調い産しの公安た　　し
の　’特そけにりそ整るやて抑共定つ昭い

糠雛鞍雛講鱗購爵騰羅嚢呈轟盆性蓉鷺青嘉再管菱眞隻脅

雛羅韓書讐鉾八
藷　幾定定屡李克落二億

懸講藤船饗δ型ど£型甫裂募千万
計莞許吾美評禺垂9円円
　千　　千千　　訳億三
　円　　円円　　は二三
　　　　　　、
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父
な
け
れ
ば
自
分
は

な
い
、

昭和50年4月15日とさもカな（蟹墾灘糊）6）第225号

っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
の
方
々
に

つ
い
て
も
歯
の
治
療
や
補
て
つ
を
要

す
る
も
の
が
意
外
に
多
く
更
に
施
設

の
整
備
改
善
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す

の
で
本
年
度
調
査
費
を
計
上
し
て
更

に
施
設
の
充
実
を
図
り
住
民
の
要
望

に
お
応
え
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
嚢
に
つ
い
て

予
算
総
額
一
千
三
百
万
円
で
前
年
度

に
比
し
一
〇
・
四
％
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
及
び

地
下
水
の
移
動
等
に
よ
る
水
源
地
の

改
修
を
要
す
る
個
所
が
増
し
て
お
り

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
十
分
な

水
源
地
調
査
を
な
し
特
定
財
源
の
確

保
と
相
俊
っ
て
事
業
を
実
施
し
、
生

活
環
境
の
改
善
に
努
め
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
当
初
に
お
い
て
は

鶴
嚢
の
見
通
し
難
か
豊
萎

の
予
算
化
に
到
ら
ず
、
水
源
地
調
査

費
の
噺
上
に
止
め
た
が
、
一
般
会
計

よ
り
の
繰
入
金
五
百
十
万
円
を
財
源

に
充
て
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
は
経
常

経
費
に
つ
い
て
は
受
益
者
の
負
担
及

び
企
業
努
力
に
よ
り
推
持
運
営
す
べ

く
、
地
域
住
民
の
深
い
御
理
解
の
も

と
に
配
慮
し
て
ゆ
く
考
え
で
あ
り
ま

す
。農萎

済
嚢
に
つ
い
て

近
年
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
又
、
防
除

技
術
の
進
歩
、
向
上
に
よ
っ
て
各
共

済
事
業
に
お
け
る
被
害
は
極
め
て
軽

徴
で
あ
り
、
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
二
百

六
十
六
万
四
千
円
、
総
額
四
千
二
百

三
十
万
円
で
前
年
対
化
は
二
五
・
一

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

養
漁
セ
ン
タ
ー
嚢
に
つ
い
て

昨
年
八
月
発
足
し
た
養
漁
セ
ン
タ
ー

事
業
は
県
内
水
面
試
験
場
等
の
指
導

を
う
け
な
が
ら
、
食
用
鯉
を
中
心
に

養
殖
を
行
い
地
域
内
に
供
給
す
る
他

他
地
域
へ
の
移
出
と
将
来
村
の
特
産

化
を
め
ざ
し
事
業
の
推
進
を
図
る
考

え
で
あ
り
、
七
百
万
円
の
予
算
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
全
会
計
に
つ
い
て
ひ
と
通

教
職
員
の
人
事
異
動

五
校
長
の
異
動

　
恒
例
の
年
度
末
学
校
教
職
員
人
事

異
動
が
四
月
一
日
付
で
県
教
育
委
員

会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

当
村
で
は
転
出
者
二
十
六
名
（
う
ち

村内

異
動
一
名
）
転
入
者
二
十
三
名

で
あ
っ
た
。

校
長
の
異
動
で
は
、
上
村
田
沢
小
学

校
長
は
塩
沢
史
子
校
に
、
後
任
に
は

吉
田
中
学
校
か
ら
池
田
周
一
氏
、
小

林
高
道
山
小
学
校
長
は
上
越
教
育
事

務
所
社
教
主
事
に
、
後
任
に
は
出
雲

崎
小
学
校
か
ら
南
雲
源
二
氏
、
藤
田

清
津
峡
小
学
校
長
は
岩
船
、
山
北
地

区
指
導
主
事
に
、
後
任
に
は
岩
船
、

山
北
地
区
指
導
主
事
の
竹
村
春
次
氏

村
松
田
沢
中
学
校
長
は
柏
崎
第
五

中
へ
、
後
任
に
は
外
丸
小
か
ら
松
井

恒
久
氏
、
樋
口
倉
俣
中
学
棟
長
は
北

魚
川
口
の
田
麦
山
小
へ
、
後
任
に
は

北
魚
守
門
の
須
原
中
か
ら
一
二
井
田
勉

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た
。

　
な
お
、
一
般
教
職
員
人
事
異
動
は

次
の
通
り
で
す
。

◎
転
出

△
田
沢
小
学
校

蒋馨禺寿畠

常
雄
（
津
南
上
郷
小
）

邦
夫
（
北
魚
川
口
小
）

千
明
（
十
日
町
下
条
小
）

恵
二
（
津
南
三
里
小
）

　
操
（
十
日
町
西
小
）

△
高
道
山
小

滝
沢
　
則
夫
（
十
日
町
小
）

△
倉
俣
小

古市泰

俊

阿
部
　
悠

横
尾
二
三
秋

△
貝
野
小

斉
藤
　
荘

△
清
津
峡
小

白
倉
増
之

関
ふ
じ
子

△
田
沢
中

重
野
吉
一

小
海
ヨ
ネ
子

山
崎
義
一

根
津
　
茂

鈴
木
　
道

△
倉
俣
中

（
西
頸
青
海
小
）

（
新
潟
大
潟
小
）

（
加
華
条
小
）

（
田
沢
小
）

（
＋
日
町
野
中
伊
）

（
任
期
満
了
）

（柏崎第

三
中
）

（
川
西
中
）

（
長
岡
東
北
中
）

（
津
南
中
）

（
津
南
上
郷
中
）

り
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
例
年
に
な

く
乏
し
い
財
源
の
中
か
ら
国
、
県
み

補
助
事
業
及
び
起
債
対
象
事
業
等
を

優
先
的
に
取
り
入
れ
た
中
で
村
単
事

業
を
も
財
源
の
許
す
範
囲
で
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
到
底
充
分
と

は
申
し
難
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が

本
予
算
は
誠
意
と
努
力
を
こ
め
て

立
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
執

行
に
つ
い
て
は
更
に
そ
の
責
任
の
重

大
さ
に
思
い
を
致
～
一
段
と
行
政
運

営
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
村
民
の

み
な
さ
ま
の
御
期
待
に
応
え
る
よ
う

努
力
す
る
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

し
て
昭
和
五
十
年
度
予
算
編
成
方
針

の
説
明
を
終
り
ま
す
。

金
子
　
敬
（
十
日
町
飛
渡
二
中
）

和泉沢

総
一
（
加
茂
若
宮
中
）

佐
藤
俊
男
（
北
魚
堀
之
丙
中
）

大
矢
美
佐
子
（
西
山
町
二
田
小
）

◎
転
入

△
田
沢
小

西
条
　
昌
治
（
見
附
葛
巻
小
）

岡
元
甲
司
郎
（
北
魚
川
口
小
）

藤
井
　
藤
夫
（
塩
沢
第
二
上
田
小
）

斉
藤
　
荘
（
貝
野
小
）

関
谷
　
喜
代
（
十
日
町
川
治
小
）

△
高
道
山
小

宮
嶋
　
文
男
（
西
山
町
一
苗
小
）

△
倉
俣
小

高
橋
　
恒
彦
（
柏
崎
南
鯖
石
小
）

島
倉
敏
男

東
　
文
雄

△
貝
野
小

尾
身
辰
雄

△
清
津
峡
小

藤
木
秀
勝

（
新
潟
山
形
小
）

（
新
採
用
）

（
＋
日
町
小
）

（
川
西
白
倉
中
）

山
本
二
三
子
（
新
採
用
）

△
田
沢
中

浅
野
　
泰
典
（
西
山
町
内
郷
中
）

吉
楽
　
　
巌
（
十
日
町
中
）

丸
山
繁
夫
（
津
南
中
）

採
用
）

△
倉
俣
中

湧羅塞

栄
一
（
南
魚
大
和
中
）

昭
午
（
南
魚
塩
沢
中
）

京
子
（
新
採
用
）

写
真
は
右
よ
り

　
　
　
田
沢
小
学
校
長

　
　
　
田
沢
中
学
校
長

　
　
　
清
津
峡
小
学
校
長

　
　
　
倉
俣
忠
子
校
長

就
任
の
あ
い

　
　
　
　
　
　
高
道
山
小
学
校
長

　
良
寛
誕
生
の
地
出
雲
崎
か
ら
高
道

山
小
学
校
へ
参
り
ま
し
た
。

南
魚
沼
郡
の
山
の
中
で
育
ち
ま
し
た

の
で
、
山
に
も
雪
の
深
さ
に
も
震
え

ま
せ
ん
。
す
ば
ら
し
い
自
然
に
感
歎

し
て
お
り
ま
す
。

当
高
道
山
小
裳
俣
は
本
年
百
才
に
な

り
ま
す
。
一
口
に
百
年
と
言
う
の
は

易
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
幾
千
万

人
の
孜
々
と
し
て
営
ん
で
き
た
教
育

へ
の
足
跡
を
顧
み
る
時
、
こ
れ
を
継

さ
つ

　
　
　
　
南
雲
源
二

承
し
発
展
さ
せ
る
事
の
重
責
に
身
が

ひ
き
し
ま
る
感
が
い
た
し
ま
す
。

　
急
速
な
社
会
の
進
展
に
即
応
し
、
，

反
面
、
知
識
偏
重
へ
の
総
反
省
と
し

て
の
人
間
形
成
の
教
育
を
考
え
る
時

「
日
々
是
新
」
と
、
　
「
社
会
に
開

か
れ
た
学
校
」
が
私
た
ち
の
心
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一

つ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

百
周
年
を
幾
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
気
脈
相
通
じ
、
理
念
を
一
つ
に

し
て
進
め
る
よ
・
2
な
教
育
の
方
向
を

見
出
し
た
い
も
の
と
念
じ
て
お
り
ま

す
。
新
参
者
で
す
が
意
欲
だ
け
は
十

分
の
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
鞭

握
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
人
事
異

　
役
場
で
は
四
月
一
日
付
で
人
事
異

動
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
村
山
産
業

課
長
、
桑
原
社
会
課
長
の
定
年
退
職
、

企
画
課
と
産
業
課
と
の
統
合
、
新

規
職
員
採
用
等
が
背
影
と
な
っ
て
お

り
、
課
長
級
で
は
産
業
課
長
に
前
企

画
課
の
小
柳
課
長
が
、
社
会
課
長
心

得
に
は
前
建
設
課
の
井
之
川
補
佐
が

そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た
。

一
般
職
員
の
異
動
は
次
の
通
り
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
課
）

嚢主事
桑
原
　
勇
（
企
画
課
）

主
事
補
古
高
　
　
稔
（
企
画
課
）

主
事
補
井
ノ
川
重
幸
（
企
画
課
）

主
事
捕
　
樋
口
　
勝
人
（
税
務
課
）

動
発
令

作
業
員
　
南
雲
　
文
平
（
養
漁
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
用
〉

◎
議
会
事
務
局

主
事
樋
口
秀
一
（
総
務
課
）

◎
総
務
課

主
事
久
保
田
明
子
（
産
業
課
）

◎
税
務
課

主
事
羽
鳥
ヨ
シ
子
（
建
設
課
）

◎
建
設
課

主
　
事
高
橋
　
止
文
（
開
発
室
）

主
事
樋
口
　
止
博
（
新
採
用
）

主
事
補
村
山
　
　
博
（
新
採
用
）

◎
社
会
課

主
事
補
　
川
田
　
　
優
（
新
採
用
）

馨
主
事
補
小
柳
　
　
勤
（
新
採
用
）
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セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
に
は

　
待
望
の
総
台
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

十
二
日
に
は
セ
ン
タ
ー
び
ら
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
ろ

く
皆
様
に
利
用
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

セ
ン
タ
i
関
係
条
例
、
規
則
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
、
セ
ン
タ
ー
が
み
ん
な
の
施
設

と
し
て
よ
り
よ
く
、
正
し
く
利
用
さ

れ
る
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
開
館
及
び
閉
館
の
時
刻

　
午
前
九
時
～
午
後
十
時

◎
休
館
日

9
1
月
1
日
～
1
月
3
日

ロ
ー2
月
29
日
～
31
日

日
日
曜
及
び
祝
祭
日
。
但
し
国
民
の

　
祝
祭
日
が
日
曜
と
重
複
す
る
時
は

　
そ
の
翌
日
を
含
む
。

◎
使
用
の
手
続

セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
人
は
、
使

用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
日
前
ま

で
に
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
セ
ン
タ
i
長
に
提
出
す

る
事
。
但
し
使
用
期
日
ニ
ケ
月
前

　
の
も
の
は
受
理
し
な
い
。

又
、
承
認
を
受
け
た
事
項
を
取
り

消
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る

時
も
所
定
の
用
紙
に
よ
っ
て
セ
ン

　
タ
i
長
に
提
出
す
る
事
。

　
用
紙
類
は
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

　
の
で
、
使
用
責
任
者
は
印
鑑
持
参

　
の
う
え
直
接
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込

む
事
。

◎
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
人
は
次
の

　
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

e
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
な
い
事

O
使
用
す
る
権
利
を
他
の
人
に
譲
渡

　
し
、
又
は
転
貸
し
な
い
こ
と
。

日
現
状
を
変
更
し
な
い
こ
と
。

四
み
だ
り
に
火
気
を
使
用
し
、
又
は

　
危
険
の
お
そ
れ
あ
る
行
為
を
し
な

別
表

　
い
こ
と
。

田
承
認
を
受
け
な
い
で
物
品
を
販
売

　
し
、
陳
列
し
な
い
こ
と
。

因
承
認
を
受
け
な
い
で
広
告
物
類
を

　
掲
示
し
、
陳
列
し
な
い
こ
と
。

他
他
人
の
迷
惑
に
な
る
行
為
を
し
な

　
い
，
』
と
。

総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
料
金

凶
前
各
号
の
ほ
か
セ
ン
タ
i
長
が
必

　
要
と
認
め
た
指
示
に
従
う
こ
と
。

◎
使
用
料

使
用
の
承
認
を
受
け
た
人
は
、
公

用
又
は
公
共
に
使
用
す
る
以
外
は

別
表
に
定
め
る
使
用
料
を
前
納
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
　
　
二
四
九
三
で
す
。
）

納
入
区
分

使
用
施
設

単
　
　
位

使
用
料

備
　
　
　
考

公
用
又
は

公
共
用
の

使
用
以
外

の
場
合

大
集
会
室

一
時
間
当
り

六
〇
〇
円

（
間
切
一
室
二
〇
〇
円
）

小
会
議
室

〃

二
〇
〇
円

研
修
室

〃

二
〇
〇
円

（
和
室
）

調
理
実
習
室

〃

二
〇
〇
円

ホ
　
ー
　
ル

〃

二
〇
〇
円

付
記
　
L
使
用
時
間
が
一
時
間
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
一
時
間
と
み
な
す
。

　
　
　
　
2
暖
房
を
使
用
す
る
場
合
は
使
用
料
の
五
十
％
を
加
算
す
る
。

虫
歯
を
な
く
そ
う

　
　
　
　
　
　
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
大
学
歯
学
部
矯
正
学
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
立
歯
科
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
　
　
川
　
　
弘
　
道

中
里
村
に
村
立
歯
科
診
療
所
が
で

き
て
は
や
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
「
大

人
の
歯
は
治
療
し
て
も
ら
え
な
い
」

と
か
一
回
の
治
療
に
一
時
間
近
く
も

か
か
る
と
か
、
今
迄
の
感
覚
で
は
理

解
し
難
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
こ
の
場
を
か

り
て
少
し
虫
歯
と
そ
の
治
療
法
に
つ

い
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
皆
さ
ん
が
「
歯
医
者
へ
行
く
」

と
い
う
時
、
　
「
歯
が
痛
く
て
食
べ

ら
れ
な
い
」
と
か
「
歯
を
痛
が
っ
て

子
供
が
夜
泣
す
る
」
、
　
「
歯
が
ぐ
ら

ぐ
ら
し
て
き
た
」
な
ど
の
症
状
が
で

て
き
た
時
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

今
迄
の
常
識
で
は
当
然
の
事
と
思
い

ま
す
。
で
は
話
を
ち
ょ
っ
と
変
え
ま

す
が
、
肝
臓
と
い
う
器
管
を
御
存
知

か
と
思
い
ま
す
。
肝
炎
と
か
肝
硬
変

は
人
間
を
死
に
至
ら
し
め
る
病
気
で

す
。
そ
れ
等
は
初
期
症
状
で
体
が
だ

る
い
と
か
、
皮
フ
が
黄
色
に
な
っ
て

き
た
と
か
い
ろ
く
症
状
が
で
ま
す

そ
し
て
重
症
に
な
る
と
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
こ
こ
で
再
び
歯
の
話
に
も

ど
り
ま
し
ょ
う
。
下
の
図
で
お
わ
か
り

の
よ
う
に
α
や
Ω
の
段
階
で
は
ほ
と

ん
ど
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
。
“
の
時

は
硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
や
象
牙
質
が
と

か
さ
れ
て
神
経
に
ま
で
行
っ
た
時
な

の
で
す
。
こ
う
な
る
と
も
う
肝
臓
で

い
う
な
ら
ば
死
ぬ
一
歩
手
前
な
の
で

す
。
こ
う
な
る
と
も
う
神
経
の
痛
み

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
膿

は
骨
の
方
に
入
っ
て
た
ま
っ
て
い
て

風
を
ひ
い
た
り
、
無
理
を
し
て
体
力

の
弱
っ
た
時
に
は
膿
が
あ
ば
れ
出
し
、

ち
ょ
っ
と
歯
に
当
っ
て
も
飛
び
上
る

程
痛
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
歯
で
は
な
く
、
歯
を
支
え
て

い
る
骨
の
炎
症
な
の
で
す
。
こ
れ
も

放
っ
て
お
く
と
膿
が
血
管
の
中
に
入

り
こ
み
、
顎
全
体
が
は
れ
上
っ
た
り

心
臓
や
腎
臓
を
お
か
し
、
時
に
は
死

ぬ
時
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
虫

歯
は
ば
か
に
は
で
き
な
い
も
の
な
の

で
す
。
そ
し
て
、
手
の
す
り
傷
や
切

り
傷
は
軽
い
も
の
な
ら
ほ
っ
と
い
て

も
治
り
ま
す
が
、
歯
だ
け
は
自
然
に

治
る
と
い
う
事
が
決
し
て
な
い
の
で

す
。
で
は
、
治
療
の
内
容
に
ふ
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
O
と
か
Ω
の

段
階
で
す
と
虫
の
食
っ
た
部
分
を
削

り
取
り
①
ア
マ
ル
ガ
ム
か
金
属
を
つ

め
②
み
が
け
ば
治
り
ま
す
。
こ
れ
は

当
診
療
所
で
は
一
回
で
や
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
神
経
ま
で
い
っ

た
歯
は
①
注
射
で
麻
酔
し
②
神
経
を

取
り
③
神
経
の
つ
い
て
い
た
根
の
殺

菌
を
レ
④
そ
の
場
に
つ
め
も
の
を
し

⑤
土
台
を
つ
く
り
⑥
冠
を
か
ぶ
せ
る

た
め
の
形
を
つ
く
り
⑦
型
を
と
っ
て

⑧
冠
を
つ
く
り
⑨
冠
を
か
ぶ
せ
る
と

虫
． 歯エナメル質

歯
肉

1

象
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膿

い
う
ふ
う
に
、
一
本
の
歯
を
ひ
ん
死

の
床
か
ら
助
け
出
す
た
め
に
は
何
十

倍
も
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
虫
歯
の
数
が
少
な
け
れ
ば
そ
れ

で
も
い
い
の
で
す
が
、
今
や
日
本
人

の
九
九
、
九
％
が
虫
歯
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
時
に
一
本
、
二
本
の
単
位

で
歯
を
助
け
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
G
の
歯

は
Ω
へ
、
O
の
歯
は
硫
へ
と
病
状
が

悪
化
し
て
い
る
の
で
す
。
穴
の
あ
い

た
バ
ケ
ツ
に
小
さ
な
コ
ッ
プ
で
一
生

懸
命
水
を
満
た
そ
う
と
し
て
も
水
は

ど
ん
ど
ん
も
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

た
と
え
水
を
か
ぷ
っ
て
も
バ
ケ
ツ
の

穴
を
ふ
さ
い
だ
ら
、
い
つ
か
は
必
ず

水
は
一
杯
に
な
り
ま
す
。
私
達
は
こ

う
い
う
考
え
方
で
治
療
を
や
っ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
や
れ
ば
、
悪
く
な
っ
た
虫

歯
を
一
本
助
け
る
間
に
将
来
悪
く
な

る
虫
歯
を
二
十
本
も
三
十
本
も
助
け

ら
れ
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
早
期
に

く
い
と
め
、
今
後
虫
歯
に
な
ら
な
い

よ
う
に
さ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
村
の

子
供
達
の
口
の
中
に
は
一
本
の
虫
歯

も
な
い
時
が
く
る
の
も
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
や
り
方
は
外
国

で
は
普
通
で
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ

数
ケ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

で
は
ど
う
し
た
ら
今
後
虫
歯
に
な
ら

な
い
か
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
れ
は

①
虫
歯
の
原
因
に
な
る
食
物
の
か
す

昭和50年4月15日とさかな（署墾灘糊）5）第225号

が
口
の
中
に
な
い
こ
と
。

で
し
ょ
・
つ
。

治
安
も
悪
い
。

度
の
学
力
で
し
か
な
い

れ
た
。
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